
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
の
宗
教
批
判

河
村
巖

ヒ
ウ
マ
ユ
ズ
ム
と
い
う
の
は
入
間
主
義
で
あ
っ
て
、
入
間
そ
の
－
も
の
へ
の
洗
く

暉
い
摘
心
と
愛
と
を
基
盤
と
す
る
思
想
或
は
む
し
ろ
生
き
方
で
あ
る
。
そ
れ
は
時

代
と
環
境
に
即
し
て
援
々
柱
形
悪
を
と
っ
て
現
は
れ
た
。
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
は

人
間
性
の
総
括
た
る
囲
蒲
調
和
の
思
想
と
し
て
現
れ
た
。
近
代
ル
ネ
サ
ン
ス
の
ヒ

ウ
マ
ユ
ズ
ム
は
普
通
に
人
文
主
義
と
呼
－
ば
れ
る
。
人
文
（
H
一
一
m
旨
ド
t
監
）
と
は
人

間
的
な
典
籍
（
疇
L
ド
t
t
e
r
駕
h
－
5
2
．
0
透
）
を
意
味
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
経
に
射

し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
異
教
の
古
典
を
指
し
た
も
の
で
過
る
。
こ
の
古
典

文
化
の
理
想
を
取
戻
し
、
人
間
解
放
の
模
範
と
し
て
、
中
世
の
教
骨
の
敏
雄
や
教
‘

埋
か
ら
人
間
を
解
放
す
る
運
動
と
な
っ
た
。
竹
田
時
の
宗
教
に
謝
し
て
し
ば
し
ば
反

封
も
し
た
が
、
之
に
掛
す
る
関
心
・
も
あ
っ
た
。
ベ
ー
コ
ン
が
自
麿
を
力
諭
し
「
経

験
的
科
畢
の
み
が
目
顔
に
よ
る
影
響
を
完
全
に
確
証
し
得
る
」
と
主
張
し
た
け
れ

ど
も
，
宗
教
に
反
封
の
意
識
は
み
え
す
，
か
へ
っ
て
信
仰
を
持
す
る
と
こ
ろ
が
み
ら

れ
る
。
一
ー
コ
ラ
ス
・
ク
ザ
ヌ
ス
は
経
験
と
推
理
と
で
は
軸
を
知
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
直
観
即
ち
あ
ら
ゆ
る
知
的
な
る
も
の
が
消
滅
し
た
状
態
に
於
て
始
め
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
て
二
つ
の
領
域
－
外
的
で
自
然
律
に
奪
う
理
性
認
識

が
可
能
な
慣
域
と
他
は
内
的
で
自
然
律
に
従
わ
な
い
理
性
を
追
越
す
る
儲
域
と
を

認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
攻
に
市
民
的
ヒ
ウ
マ
ユ
ズ
ム
は
中
世
末
紀
の
貴
族
、
商

人
に
よ
っ
て
抑
摩
さ
れ
た
農
民
・
小
工
業
者
・
幟
人
等
の
生
産
者
が
そ
の
担
手
で

あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
も
加
っ
て
い
た
が
主
と
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義

に
嵐
し
て
い
た
中
産
的
生
産
巌
で
あ
っ
た
。
宗
教
改
革
者
達
が
詮
い
た
あ
の
預
定

説
の
惰
る
べ
き
必
麿
が
基
督
者
と
し
て
の
自
由
の
確
立
に
導
き
正
統
的
キ
リ
ス
ト

教
信
仰
の
強
き
支
柱
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
顧
る
と
こ
こ
で
は
約
三
世
紀

剛
に
わ
た
っ
て
正
統
的
キ
リ
ス
ト
教
の
超
自
然
主
義
反
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
的
思
想
が

優
位
を
占
め
て
い
㌔
そ
の
中
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義
の
輔
車
思
想
も
カ
ト

リ
ッ
ク
主
義
の
輌
畢
思
想
も
数
え
ら
れ
る
。
十
九
世
紀
に
於
で
は
欧
州
大
陸
の
影

響
殊
に
カ
ン
ト
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
理
想
主
義
・
先
験
哲
琴
の
影
響
が
著
し
か
っ
た
。

そ
の
他
に
近
代
自
然
科
挙
の
漿
達
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
・
近
代
産
業
等
の
影

響
と
ア
メ
リ
カ
人
の
行
動
的
料
率
的
気
質
と
合
し
て
キ
リ
ス
ト
教
が
著
し
く
近
代

化
し
た
。
そ
れ
は
宗
教
思
想
の
方
面
で
は
自
由
主
義
キ
リ
ス
ト
教
と
打
㌻
り
，
哲
畢

思
想
で
は
プ
ラ
グ
マ
チ
イ
ズ
ム
や
ヒ
ウ
マ
ユ
ズ
ム
の
諸
潮
流
J
な
っ
た
。
自
由
主

義
キ
リ
ス
ト
教
は
料
撃
的
方
法
を
キ
リ
ス
ト
教
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
適
用
し
、
著

し
く
現
在
の
活
け
る
藁
的
経
験
に
興
味
を
も
つ
内
在
的
倫
理
的
宗
教
思
想
で
あ
っ
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て
正
統
的
キ
リ
ス
十
敦
に
比
し
て
著
し
く
近
代
化
し
た
思
想
で
あ
る
。
プ
ラ
ク
マ
 
 

チ
イ
ズ
ム
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ビ
ア
ー
ド
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
デ
ュ
ー
ウ
イ
等
に
よ
つ
 
 

て
組
織
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
的
経
験
乃
至
気
分
と
不
可
分
離
な
哲
拳
思
想
で
あ
る
。
 
 

こ
の
囲
の
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
に
は
種
々
の
潮
流
が
見
受
け
ら
れ
る
。
宗
教
的
ヒ
ウ
マ
 
 

ニ
ズ
ム
、
ア
メ
リ
カ
倫
理
文
化
協
曾
、
自
由
思
想
家
達
を
数
え
ら
れ
る
が
モ
ー
リ
 
 

ス
。
コ
ー
エ
ン
、
フ
デ
レ
リ
ッ
ク
。
ウ
ッ
ド
ブ
リ
イ
ヂ
、
ジ
ョ
ン
●
デ
ュ
ー
ウ
イ
 
 

等
に
よ
て
組
織
さ
れ
エ
ド
マ
ン
・
ラ
ン
グ
ル
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
に
よ
つ
て
後
塵
さ
 
 

れ
て
る
も
の
が
有
力
で
あ
つ
て
、
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
ノ
 
 

る
。
白
山
主
義
的
キ
リ
ス
ト
教
、
プ
ラ
ク
マ
チ
イ
ズ
ム
、
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
悉
く
 
 

宗
教
牢
は
人
間
の
た
め
に
考
察
す
る
。
宗
教
を
担
経
験
の
側
面
の
何
か
ら
取
扱
は
 
 

な
い
で
人
間
の
側
か
ら
取
扱
ふ
。
そ
の
結
果
と
き
に
宗
教
を
解
消
に
至
ら
し
め
る
 
 

も
の
も
あ
る
。
 
 
 

宗
教
の
近
代
化
は
現
在
で
は
鋭
く
批
判
を
う
け
て
い
る
。
既
に
古
く
は
キ
ュ
ル
 
 

ケ
ゴ
ー
ル
は
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
拳
及
び
そ
の
宗
教
思
想
の
限
界
を
批
判
し
た
。
ル
ド
ル
 
 

フ
・
オ
ッ
ト
ー
に
は
近
代
的
色
彩
が
残
っ
て
い
る
が
、
宗
教
を
「
全
き
他
者
」
の
 
 

領
域
に
定
位
し
、
バ
ク
ル
・
チ
イ
リ
ブ
ヒ
は
「
宗
教
観
念
の
克
服
」
に
於
七
宗
敦
 
 

を
無
制
約
者
と
し
て
文
化
の
彼
岸
た
る
茸
在
慣
域
に
定
礎
す
る
。
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
 
 

ル
の
影
響
牢
フ
け
て
弁
証
法
紳
聾
者
、
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
、
エ
ミ
ル
●
ブ
ル
ン
ナ
 
 

ー
・
も
従
魔
の
宗
教
雷
撃
・
紳
畢
思
想
が
人
間
中
心
主
義
的
で
あ
り
、
理
性
中
心
主
 
 

義
的
で
あ
つ
た
に
勤
し
て
、
洒
中
心
主
義
的
啓
示
中
心
主
義
思
琴
ど
主
張
し
て
い
 
 

る
。
弁
証
法
頑
墜
め
票
数
思
想
は
宗
教
哲
単
軸
拳
に
於
け
る
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
革
 
 

命
と
言
は
れ
て
い
る
。
ネ
オ
・
オ
ル
ソ
ド
キ
．
シ
ー
と
言
は
れ
る
エ
ー
・
バ
ー
の
宗
教
 
 

二
 
 
 

思
想
も
宗
教
を
超
越
の
餞
頓
に
定
位
し
、
彼
岸
化
し
近
代
的
宗
教
思
想
の
克
服
を
 
 

試
み
る
一
つ
の
強
力
な
る
思
想
で
あ
る
。
と
も
か
く
現
在
に
「
冷
た
い
戦
争
」
が
 
 

行
は
れ
て
い
る
与
っ
に
、
宗
教
思
想
界
に
於
で
も
宗
教
の
此
炭
化
彼
岸
化
の
封
立
 
 

が
進
捗
し
っ
～
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

我
々
は
こ
の
小
論
で
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
の
哲
聾
が
宗
教
に
由
す
る
思
 
 

想
・
腰
度
を
批
判
検
討
す
る
積
り
で
あ
る
。
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
の
思
想
は
長
い
歴
史
 
 

を
有
し
人
間
と
か
自
然
を
中
心
と
す
る
思
想
と
言
へ
成
一
應
は
共
通
し
て
い
る
が
 
 

時
代
と
藁
墟
と
に
よ
つ
て
力
点
が
異
っ
て
い
る
。
均
衡
の
と
れ
た
生
活
、
苗
此
ハ
の
 
 

研
究
、
宗
教
か
ら
の
解
放
、
人
生
の
全
面
的
享
楽
、
人
間
中
心
の
哲
嬰
等
様
々
の
 
 

内
容
を
も
つ
て
い
る
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
現
代
ア
メ
リ
カ
倉
衆
建
の
資
 
 

本
主
義
的
繁
柴
を
時
代
と
環
境
と
す
る
う
ち
に
主
張
さ
れ
て
い
る
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
 
 

の
一
潮
流
で
あ
る
。
コ
ー
リ
ス
・
ラ
ー
モ
ン
ト
は
こ
の
二
十
世
紀
の
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
 
 

ム
を
最
も
簡
明
に
述
べ
る
と
そ
れ
は
「
こ
の
自
然
的
世
界
に
於
い
て
理
性
と
民
主
 
 

主
義
と
の
諸
方
法
に
よ
つ
て
、
凡
て
の
人
々
の
よ
り
大
な
る
善
に
喜
ん
で
奉
仕
す
 
 

る
一
つ
の
哲
畢
で
あ
る
」
と
。
一
般
に
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
靡
謂
鷲
鼻
を
専
門
と
す
 
 

る
人
々
だ
け
の
哲
畢
で
は
な
い
。
幸
福
に
し
て
着
金
な
る
生
活
を
決
ら
ん
と
す
名
 
 

人
や
に
封
す
る
一
つ
の
考
へ
方
で
あ
り
、
行
動
の
仕
方
空
手
っ
の
で
あ
つ
て
、
偉
 
 

大
な
る
猫
創
性
を
主
張
し
知
識
人
に
諒
へ
た
り
、
規
蜜
の
世
界
或
ひ
は
あ
る
追
白
 
 

戯
の
夢
幻
の
世
界
に
一
我
々
の
欲
望
の
達
成
を
公
約
し
も
つ
て
大
衆
に
訴
へ
る
と
い
 
 

う
哲
畢
で
は
な
い
。
人
間
性
の
種
々
の
南
を
顧
慮
す
る
。
た
と
へ
理
性
の
方
法
に
 
 

よ
つ
て
虞
善
美
の
最
後
の
判
定
を
下
す
と
は
い
え
．
人
間
の
感
情
的
側
面
に
も
活
 
 

動
す
る
余
地
を
残
し
て
置
′
、
の
で
あ
る
。
叉
特
に
「
自
然
主
義
的
」
と
い
う
形
容
 
 
 



詞
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
謬
は
、
そ
の
世
界
観
で
は
自
然
が
何
よ
り
も
畳
ん
ぜ
ら
れ
 
 

置
自
然
は
全
く
容
れ
る
余
地
が
な
く
、
そ
こ
で
は
ま
た
人
が
自
然
の
必
須
の
要
素
 
 

を
な
し
て
、
自
然
と
人
と
蟹
鋭
く
切
う
鮭
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
 
 

い
る
た
め
で
あ
る
。
 
 
 

自
然
董
褒
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
の
地
位
智
明
ら
か
に
し
且
つ
他
の
腎
拳
思
想
と
相
 
 

違
す
る
諸
点
は
伺
ん
で
あ
る
か
、
ラ
ー
モ
ン
ト
が
「
哲
畢
と
し
て
の
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
 
 

ム
」
で
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
は
次
の
八
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
八
要
綱
ほ
自
然
主
 
 

＿
 
 

義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
が
宗
教
や
宗
教
的
道
徳
思
想
を
批
判
す
る
基
準
に
も
な
つ
て
 
 

い
る
の
で
あ
る
。
 
 

H
 
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
字
目
燃
主
家
的
宇
宙
観
或
ひ
は
形
而
上
拳
を
信
 
 
 

伊
て
、
あ
ら
ゆ
る
超
自
然
的
音
素
を
排
除
し
、
自
新
一
曾
ば
布
衣
の
全
体
と
孝
 
 
 

へ
、
こ
れ
は
心
と
か
意
識
か
ら
全
く
濁
立
し
、
断
え
す
攣
化
し
っ
ゝ
あ
る
存
在
 
 
 

と
孝
へ
る
。
 
 

⇔
 
自
番
主
義
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
の
人
冊
顧
は
料
率
的
証
明
を
経
た
奉
告
に
基
い
て
 
 
 

借
成
さ
れ
る
。
人
面
は
大
自
然
の
一
部
分
で
あ
り
†
身
体
と
精
細
と
の
両
者
を
 
 
 

具
え
て
い
る
が
、
両
者
は
不
可
分
鮭
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
肉
体
の
死
 
 
 

後
に
も
精
油
が
存
意
す
る
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
 
 

臼
 
自
然
重
義
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ふ
は
膵
統
的
無
数
思
想
と
…
寅
り
、
思
樵
作
用
の
優
越
 
 
 

性
致
否
定
す
る
。
こ
れ
は
歩
行
。
呼
吸
と
同
じ
で
自
戯
の
働
き
で
ふ
∵
り
、
頭
脳
 
 
 

の
機
能
と
不
可
分
匪
に
結
合
し
て
い
る
。
そ
の
産
物
で
あ
る
観
念
は
人
と
い
う
 
 
 

複
薙
な
る
有
機
生
活
体
が
人
の
置
か
れ
た
環
境
と
の
相
互
作
用
か
ら
生
す
る
も
 
 
 

の
で
あ
つ
て
、
ど
こ
が
別
な
何
題
に
人
か
ら
離
れ
て
濁
立
に
存
在
す
る
も
の
で
 
 

自
然
主
義
的
ヒ
ウ
＼
マ
ユ
ズ
ム
の
緩
敬
批
判
（
河
村
）
 
 
 

な
い
。
 
 

囲
 
人
は
科
拳
と
撃
墜
と
の
力
を
用
い
て
断
え
ず
認
識
を
檜
如
し
文
之
を
使
用
し
 
 
 

て
自
己
に
関
係
す
る
諸
問
題
を
解
決
し
て
ゆ
く
力
を
も
つ
存
在
者
で
あ
る
。
 
 

飼
 
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
エ
ズ
ム
は
一
般
予
定
詮
、
決
定
論
、
遅
命
観
に
反
射
で
 
 
 

あ
つ
て
、
人
は
あ
る
範
囲
ま
で
創
造
的
活
動
を
な
し
う
る
自
由
な
る
主
体
で
ぁ
 
 
 

っ
て
自
己
の
運
命
の
支
配
者
、
開
拓
者
で
あ
る
。
 
 

国
 
人
閏
の
あ
ら
ゆ
る
償
値
を
こ
の
人
世
の
経
験
と
関
係
と
に
準
づ
け
る
倫
理
或
 
 
 

ひ
は
道
徳
を
信
じ
、
国
民
、
民
族
、
宗
教
の
差
別
を
痘
痕
し
て
ど
ん
な
人
々
に
 
 
 

も
此
人
塵
の
車
両
、
自
由
と
進
歩
1
経
済
的
、
文
化
的
、
宗
教
的
意
味
－
を
達
 
 
 

成
せ
し
め
る
た
め
に
人
々
が
忠
誠
を
さ
さ
げ
る
最
大
原
理
と
考
え
る
。
 
 

田
 
垂
術
と
外
的
自
然
の
観
賞
等
美
の
衰
隷
の
最
大
可
能
な
る
牽
展
を
主
張
し
、
 
 
 

こ
れ
生
活
内
に
普
及
せ
し
め
ん
と
サ
る
。
 
 

㈹
 
国
民
的
又
は
国
際
的
で
あ
る
協
同
的
経
済
的
萩
序
に
基
づ
い
て
、
民
主
字
義
 
 
 

と
卒
和
の
政
界
の
建
設
を
目
的
と
す
る
遠
大
な
る
融
合
的
計
劃
を
主
張
す
る
。
 
 

こ
の
八
つ
の
特
徴
を
主
義
と
す
る
自
然
主
義
由
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
現
代
ア
メ
リ
カ
 
 

の
経
臍
。
思
想
こ
ホ
教
を
背
景
と
す
る
こ
と
ば
明
ら
か
に
観
取
さ
れ
る
。
こ
の
ヒ
 
 

ウ
マ
ユ
ズ
ム
は
文
科
峯
的
方
法
を
邑
つ
て
哲
畢
を
す
る
か
ら
料
率
的
自
然
主
義
と
 
 

も
、
叉
世
俗
的
生
活
に
重
き
を
置
く
点
か
ら
世
俗
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
と
も
、
自
然
 
 

に
立
つ
か
ら
自
部
室
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
と
も
、
デ
モ
ク
ラ
シ
1
を
力
諭
す
る
か
 
 

ら
民
主
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
と
も
名
づ
け
ら
れ
を
。
 
 
 

以
上
叙
述
し
た
与
っ
に
自
戯
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
面
に
代
え
る
に
自
然
を
 
 

も
つ
て
究
蒐
的
蜜
在
と
考
へ
、
こ
れ
に
基
く
宇
宙
観
・
人
榊
観
・
歴
史
観
・
道
徳
 
 

三
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説
を
主
張
し
、
超
自
然
的
諸
要
素
と
宗
教
を
排
撃
す
る
哲
瑳
思
想
で
あ
り
、
生
活
 
 

法
で
あ
る
。
こ
の
ヒ
ウ
マ
エ
ズ
ム
が
宗
教
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
遺
徳
を
排
撃
す
る
 
 

論
線
を
宇
宙
観
、
認
識
論
、
倫
理
の
二
一
領
域
に
克
つ
て
尋
ね
て
み
た
い
の
で
あ
 
 

る
0
 
 

〓
 
 

自
然
主
義
的
ヒ
ウ
ニ
一
ズ
ム
は
鬼
づ
何
を
宗
教
と
考
へ
て
い
る
か
。
そ
の
説
く
 
 

雫
教
の
最
少
定
義
に
よ
る
と
「
何
ら
か
の
意
味
で
超
自
然
的
諸
要
素
、
諸
力
、
諸
 
 

状
態
に
所
願
し
依
壊
し
信
仰
す
る
人
の
働
き
」
を
宗
教
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ
か
 
 

ら
し
て
竃
戯
五
黄
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
が
宗
教
批
判
の
う
ち
に
予
想
し
て
お
る
超
自
 
 

然
的
な
る
も
の
を
も
つ
宗
教
思
想
と
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
固
に
現
存
す
る
停
統
的
 
 

ヰ
∴
リ
ス
ト
教
．
カ
ン
ト
∴
－
グ
ル
に
影
響
さ
れ
た
宗
教
哲
畢
思
想
、
創
登
的
進
化
 
 

説
に
よ
る
新
有
神
論
で
あ
る
。
停
統
的
キ
リ
ス
ト
教
の
説
く
宗
教
思
想
に
よ
る
 
 

と
、
洒
は
超
越
的
存
在
者
に
し
て
宇
宙
の
創
造
者
維
持
者
で
あ
り
、
人
は
帥
に
よ
 
 

っ
て
創
造
さ
れ
た
が
ー
ア
ダ
ム
の
犯
し
た
罪
、
所
謂
原
罪
に
依
っ
て
苦
し
む
、
伸
 
 

ば
こ
の
人
類
の
状
況
を
あ
わ
れ
み
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
を
此
世
に
遺
し
て
、
魔
 
 

女
マ
、
リ
ア
よ
ら
生
れ
し
め
、
十
字
架
の
苦
写
っ
け
て
人
類
の
罪
を
親
ひ
、
三
日
目
 
 

に
復
活
し
て
弟
子
達
に
現
れ
て
後
昇
天
し
、
歴
史
の
終
り
に
再
び
此
世
に
凍
り
て
 
 

世
界
を
審
判
す
る
と
い
う
一
大
宗
教
劇
の
内
容
を
も
つ
も
の
で
基
督
老
の
常
識
と
 
 

な
つ
て
い
る
も
の
で
ぁ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
が
紳
笹
崎
思
索
に
よ
る
精
練
一
で
加
へ
 
 

ら
れ
各
宗
各
派
萄
自
の
洒
畢
思
想
と
な
つ
て
い
る
っ
古
く
は
紳
畢
は
宇
宙
論
、
人
 
 

間
論
、
教
頭
論
、
散
骨
論
、
終
末
論
と
い
う
様
に
詮
か
れ
た
。
畢
的
認
識
‥
り
相
違
 
 

四
 
 
 

に
よ
つ
て
順
次
は
種
々
の
欒
夏
季
フ
け
た
。
そ
の
中
に
意
味
さ
れ
て
い
る
遺
徳
思
 
 

想
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
禁
欲
的
倫
理
観
を
産
み
、
又
そ
の
超
越
的
紳
観
か
ら
生
じ
 
 

た
カ
ル
ゲ
イ
ン
主
義
キ
リ
ス
ト
教
の
予
定
詮
は
、
近
代
資
本
主
義
の
凝
展
と
も
閲
 
 

聯
の
あ
る
有
力
な
宗
教
思
想
で
あ
る
。
又
カ
ン
ー
は
理
性
の
鬼
験
的
方
則
に
よ
つ
 
 

て
現
象
界
の
構
成
を
明
ら
か
に
し
、
従
東
の
思
弁
的
理
性
に
よ
る
紳
の
存
在
の
論
 
 

証
を
本
体
論
的
証
明
、
宇
宙
論
的
証
明
、
自
然
紳
畢
的
（
目
的
論
的
）
証
明
の
三
 
 

つ
に
綜
宿
し
て
そ
の
欠
陥
を
指
摘
し
、
新
ら
た
な
道
徳
的
紳
の
証
明
を
論
じ
て
道
 
 

徳
の
世
界
に
於
て
宗
教
の
眞
理
を
立
証
せ
ん
と
し
た
。
カ
ン
ト
の
倫
理
は
形
式
主
 
 

義
と
云
わ
れ
、
行
焉
の
結
巣
が
問
題
で
な
く
、
善
良
な
る
意
志
そ
の
も
の
が
問
題
 
 

で
あ
つ
た
。
規
普
は
徳
に
相
應
じ
た
痛
が
輿
え
ら
れ
る
ほ
ど
合
理
的
世
界
で
は
な
 
 

い
。
徳
と
癌
と
の
一
致
は
感
性
的
な
る
現
世
に
於
て
で
は
な
く
、
無
限
の
彼
岸
に
 
 

於
て
は
じ
め
可
能
と
ぢ
る
も
の
で
打
で
～
て
は
な
ら
な
い
。
又
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
精
細
 
 

的
な
る
も
の
は
苦
在
的
な
る
も
の
、
嘗
在
的
な
る
も
の
は
精
沖
的
な
る
も
の
」
と
 
 

し
て
紹
射
的
観
念
論
を
詮
き
弁
証
法
に
よ
つ
て
展
開
し
た
。
更
に
又
現
代
の
覆
達
 
 

し
た
自
戯
料
率
的
成
果
を
顧
慮
し
た
て
ら
れ
た
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
新
著
在
論
、
 
 

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
オ
ル
ガ
ニ
ズ
ム
の
哲
聾
な
ど
超
自
然
的
蒐
駿
的
海
野
的
要
素
 
 

を
ふ
く
む
主
張
は
自
戯
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
の
批
判
の
酎
象
と
な
つ
て
い
る
。
 
 

自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ユ
ズ
ム
は
日
新
肯
定
樫
讃
の
積
極
的
哲
蓼
で
あ
る
。
此
世
を
 
 

火
宅
と
視
じ
紳
と
彼
岸
と
不
死
と
に
生
の
希
望
を
つ
ト
笑
、
宗
教
思
想
は
消
極
的
と
 
 

し
て
自
然
的
ヒ
ウ
マ
ユ
ズ
ム
の
好
ま
ざ
る
慶
で
あ
る
。
そ
の
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
の
宇
 
 

宙
観
女
は
形
而
上
蓼
は
近
代
科
畢
の
諸
事
茸
と
諸
関
係
に
基
づ
い
て
宗
教
的
垂
術
 
 

的
天
才
の
所
説
も
顧
慮
し
、
社
務
の
超
自
然
的
擬
人
的
見
解
一
空
排
除
し
て
構
成
 
 
 



さ
れ
た
内
在
的
宇
宙
観
で
あ
る
。
「
苦
在
の
親
許
」
を
ば
自
然
と
呼
び
、
そ
れ
を
梼
 
 

成
す
る
成
素
に
は
多
種
多
様
小
甘
形
態
が
考
へ
ら
れ
る
が
餅
え
す
壁
化
し
っ
ゝ
あ
る
 
 

も
の
で
」
こ
れ
を
物
質
と
呼
ん
で
い
る
。
物
質
と
は
こ
こ
で
は
一
般
概
念
に
過
ぎ
 
 

す
、
そ
の
「
究
極
の
成
素
」
に
関
し
て
は
科
挙
の
進
歩
に
伴
う
て
壁
化
を
う
け
 
 

る
。
客
観
的
葦
在
、
物
質
、
苦
体
、
出
乗
事
、
電
子
其
の
他
な
ん
と
呼
ば
れ
よ
う
 
 

と
、
常
に
心
、
意
詠
、
神
意
な
ど
と
は
濁
立
せ
る
も
の
と
主
張
す
る
。
自
然
科
挙
 
 

的
書
証
主
義
に
た
つ
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
で
は
物
質
を
基
底
と
す
る
自
然
 
 

以
外
の
貰
在
は
認
め
ら
れ
な
い
。
叉
自
然
は
時
間
的
客
間
的
に
も
廣
大
無
通
で
あ
 
 

る
の
で
自
然
を
超
越
す
る
紳
を
悟
り
得
な
い
と
い
う
。
 
 

又
正
統
派
的
紳
聾
思
想
で
は
そ
の
超
越
的
赫
は
特
に
入
間
の
赦
ひ
を
顧
る
愛
の
 
 

紳
と
い
う
信
仰
で
あ
る
。
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
自
戯
は
人
其
の
他
の
被
 
 

造
物
に
向
つ
て
偏
愛
竪
ホ
さ
な
い
。
カ
モ
・
サ
ビ
ュ
ン
ス
に
関
心
が
な
い
と
同
様
 
 

に
生
の
如
何
な
る
形
に
も
関
心
を
硯
は
さ
な
い
。
海
、
星
、
分
子
、
其
他
無
生
物
 
 

界
の
現
象
に
も
生
物
界
の
現
象
に
謝
す
る
と
同
掟
に
関
心
を
も
た
な
い
。
し
か
し
 
 

な
が
ち
人
は
入
の
目
的
に
應
す
る
蔓
っ
に
自
戯
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
 
 

然
は
地
霞
、
火
山
の
爆
覆
等
で
人
類
を
害
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
近
兼
は
自
然
の
 
 

爆
覆
を
利
用
し
、
地
震
を
予
知
す
る
に
至
っ
た
。
自
然
は
人
類
の
生
活
に
利
害
を
 
 

加
へ
よ
う
と
す
る
予
期
も
意
志
も
な
く
全
く
無
関
心
で
は
あ
る
が
、
人
類
は
之
を
 
 

自
己
の
種
々
の
進
化
と
地
球
の
征
服
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

又
停
統
的
紳
畢
で
は
愛
に
し
て
全
智
全
能
な
る
紳
が
ど
う
し
て
此
世
界
に
不
幸
 
 

害
悪
堕
落
の
多
い
世
界
を
創
造
し
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
こ
め
た
め
 
 

に
原
罪
認
、
人
類
堕
落
誼
、
悪
魔
存
在
論
を
想
定
し
て
そ
の
解
決
を
試
み
た
。
こ
 
 

自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
の
宗
教
批
判
（
河
村
）
 
 

の
悪
の
導
入
は
、
恐
が
事
物
の
構
成
に
重
要
な
る
役
割
を
も
つ
こ
と
に
も
な
㌔
 
 

又
悪
を
人
間
の
迷
妄
と
断
じ
得
な
く
な
り
、
暇
想
的
蕃
と
考
へ
る
よ
う
に
な
る
。
 
 

自
然
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
榊
の
存
在
と
切
り
絶
し
七
之
を
入
間
の
生
活
と
の
闘
連
 
 

に
於
て
考
察
す
る
。
人
類
の
安
寧
幸
福
を
邪
げ
害
す
る
と
き
が
悪
と
な
る
。
多
く
 
 

の
悪
は
入
間
が
造
つ
た
も
の
で
ふ
∵
り
、
あ
ら
ゆ
る
悪
は
入
間
が
解
決
す
べ
き
で
あ
 
 

る
。
人
と
の
関
連
に
於
て
考
へ
る
べ
き
悪
を
宇
宙
と
の
関
連
に
於
て
考
へ
る
こ
と
 
 

そ
の
事
が
悪
で
あ
る
と
停
統
時
宗
教
思
想
を
非
狂
す
る
の
で
あ
る
っ
 
 
 

悪
に
関
連
し
て
苦
痛
の
問
題
が
あ
る
。
停
統
約
納
車
で
は
苦
痛
の
存
在
を
紳
の
 
 

正
義
と
愛
と
に
関
係
し
て
そ
の
存
在
を
解
絆
す
る
。
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
 
 

は
こ
の
問
題
も
超
自
然
的
存
在
者
と
闊
達
せ
す
、
生
物
撃
と
心
理
歩
か
ら
解
絆
し
 
 

生
物
に
苦
痛
感
の
あ
る
の
は
生
命
の
維
持
の
た
め
に
必
要
で
あ
サ
、
健
康
と
生
命
 
 

の
危
機
を
さ
け
る
警
告
で
あ
る
と
考
へ
る
。
 
 
 

紳
の
存
在
の
本
体
論
的
証
明
は
紳
の
概
念
そ
の
も
の
か
ら
沖
の
存
在
を
証
明
し
 
 

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
こ
の
証
明
の
成
立
し
え
な
い
こ
と
を
論
じ
 
 

た
。
も
れ
慧
綱
理
的
述
語
と
蜜
在
的
述
語
と
の
区
別
を
無
税
し
て
い
る
の
で
あ
 
 

る
。
自
薦
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ス
ト
も
観
念
の
害
在
を
否
定
す
る
の
で
観
念
と
し
て
 
 

の
紳
を
葦
在
す
る
は
謬
り
で
あ
る
と
い
ふ
。
紳
の
存
在
の
宇
宙
論
的
証
明
と
云
わ
 
 

れ
て
い
る
も
の
は
、
世
界
の
存
在
か
ら
そ
の
創
始
者
を
推
論
し
ょ
う
と
す
る
も
の
 
 

で
あ
る
。
ヒ
ウ
マ
ニ
ス
ト
は
原
因
か
ら
原
因
へ
と
全
系
列
の
志
き
る
と
こ
ろ
ま
で
 
 

遡
っ
て
究
極
の
原
因
が
だ
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
の
・
は
論
理
的
必
離
性
を
欠
く
。
 
 

究
極
の
必
然
的
存
在
が
ぁ
る
べ
き
だ
と
し
て
も
｛
〆
‥
れ
が
規
に
存
在
す
る
と
主
張
す
 
 

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
宇
宙
と
か
自
軍
目
体
を
永
遠
的
存
在
と
考
へ
る
方
が
論
理
 
 

五
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的
に
理
解
し
易
い
。
創
造
者
或
は
第
一
原
因
と
し
て
の
超
自
然
的
紳
を
密
議
す
る
 
 

こ
と
は
輔
を
永
遠
の
存
在
者
と
し
又
永
遠
に
存
在
す
る
賛
在
を
想
定
す
る
こ
と
で
 
 

ぁ
る
。
こ
れ
は
宇
宙
か
永
遠
禿
る
存
在
で
な
い
と
い
ふ
理
由
に
満
足
を
輿
へ
る
た
 
 

め
に
案
出
さ
れ
た
論
証
で
あ
る
と
い
う
ゥ
自
然
紳
畢
的
（
目
的
論
的
）
証
明
は
、
 
 

世
界
の
秩
序
や
合
目
的
性
か
ら
全
智
の
世
界
建
築
着
た
る
紳
を
推
論
し
よ
う
と
す
 
 

る
。
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ス
ト
は
目
的
の
存
在
を
認
め
な
い
。
目
的
と
云
わ
れ
 
 

て
い
る
も
の
は
∵
あ
る
一
定
の
段
階
に
到
蓮
し
た
物
質
に
替
在
的
に
あ
る
諸
性
質
 
 

が
常
に
存
す
る
か
の
如
く
に
考
へ
る
か
ら
生
じ
た
も
の
で
ぁ
る
っ
人
間
の
形
に
紐
 
 

披
き
れ
た
と
き
の
潜
在
的
諸
性
質
を
老
え
て
、
そ
れ
を
逆
に
遡
っ
て
宇
宙
の
原
本
 
 

的
構
成
と
し
て
讃
む
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
自
然
主
義
を
奉
す
 
 

る
毎
者
例
へ
ば
プ
ラ
ツ
ト
の
如
き
は
、
モ
ル
ガ
ン
等
の
創
螢
進
化
論
の
立
場
に
立
 
 

ち
目
的
の
客
観
性
を
認
め
宇
宙
冊
事
物
の
覆
達
の
諸
段
階
に
目
的
を
考
へ
ぎ
る
を
 
 

得
な
い
と
い
う
論
者
も
あ
る
。
 
 
 

紳
の
論
証
に
は
鹿
に
難
点
か
伴
う
。
宝
器
で
あ
る
、
と
レ
て
も
そ
れ
が
宗
教
経
験
 
 

で
い
う
紳
と
同
一
で
あ
る
か
ど
う
か
ば
考
察
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
 
 

の
論
証
の
榊
は
宗
教
経
験
の
裏
付
け
に
よ
つ
て
宗
教
性
を
得
る
の
で
あ
る
と
考
へ
 
 

ら
れ
る
。
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
「
苦
在
の
親
許
」
と
し
て
の
自
然
以
外
 
 

の
蜜
在
を
認
め
す
又
こ
の
自
朗
は
自
然
科
聾
的
方
法
に
よ
る
客
観
的
自
然
に
限
定
 
 

さ
れ
て
い
る
。
現
代
料
率
の
進
歩
は
自
然
科
学
的
宇
宙
概
念
と
償
植
的
宇
宙
概
 
 

念
、
宗
教
的
宇
宙
油
廠
念
が
相
好
り
出
撃
ブ
こ
と
に
よ
つ
て
賓
在
の
虞
相
に
近
づ
 
 

く
の
だ
と
云
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

停
統
的
紳
拳
の
入
園
観
に
よ
る
と
人
は
精
一
伸
と
身
体
と
の
二
元
与
り
成
る
。
宇
 
 

六
 
 
 

観
的
観
念
論
で
は
個
人
の
意
識
に
よ
つ
て
掛
象
が
構
成
さ
れ
る
と
す
れ
ば
物
も
心
 
 

の
産
物
と
甘
ネ
■
濠
に
は
猥
我
論
と
な
る
。
客
観
的
観
念
論
は
宇
宙
全
体
を
紳
意
 
 

識
の
中
に
存
在
す
る
と
考
へ
る
、
共
に
心
或
ひ
は
意
識
に
重
き
を
置
き
之
を
宇
宙
 
 

に
齢
巌
せ
し
め
る
擬
人
的
哲
拳
だ
と
す
る
。
精
油
と
身
体
と
の
二
元
論
が
主
観
の
 
 

柳
を
油
化
し
「
超
自
然
的
宗
教
の
一
連
洋
鷹
」
た
ら
し
め
る
。
人
は
身
体
を
離
れ
て
 
 

精
油
は
な
く
、
鱒
州
を
離
れ
て
は
身
体
が
な
い
。
祁
則
不
離
の
関
係
に
あ
る
一
元
 
 

的
の
も
の
で
あ
る
。
文
恩
傑
作
用
も
人
や
自
然
に
於
け
る
他
の
過
程
と
其
る
と
こ
 
 

ろ
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
理
撃
質
租
く
評
償
し
宇
宙
原
撃
と
見
徹
す
と
琴
向
の
叡
 
 

智
的
存
在
者
か
字
寧
官
尊
き
つ
ゝ
あ
る
と
い
ふ
妄
想
を
起
す
。
こ
れ
は
も
と
／
＼
 
 

自
然
の
水
準
に
ぁ
る
も
の
を
自
然
以
上
と
す
る
か
ら
起
す
謬
り
で
あ
る
。
精
細
と
 
 

は
一
定
の
複
雑
な
形
式
で
組
絨
化
さ
れ
た
生
物
の
も
つ
機
能
で
あ
つ
て
、
自
然
の
 
 

中
に
あ
る
活
動
で
、
こ
れ
を
そ
の
活
動
を
超
え
て
精
神
の
機
能
の
焦
点
を
強
大
す
 
 

る
の
は
還
り
で
あ
る
。
思
樵
作
用
と
い
う
も
の
は
大
脳
皮
質
の
活
動
で
我
ふ
・
に
輿
 
 

へ
ら
れ
た
程
々
の
経
験
内
容
闘
の
諸
関
係
を
思
轢
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
統
一
的
に
 
 

内
容
閤
の
組
織
化
が
行
は
れ
て
ゆ
く
。
こ
こ
に
宗
教
経
験
と
思
鰊
作
用
と
の
関
係
 
 

が
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
小
甘
い
。
 
 

三
 
 

沖
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
に
続
い
て
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
こ
 
 

れ
を
膏
草
す
る
我
々
は
宗
教
経
験
に
か
え
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
次
に
体
験
し
た
 
 

紳
を
ど
う
し
て
認
識
し
得
ら
れ
る
か
、
榊
認
識
高
振
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
碓
廉
か
 
 

ら
紳
翠
識
り
方
法
は
、
大
別
す
る
と
攻
G
五
つ
、
甲
∫
ワ
純
度
、
壁
ホ
痙
攣
合
理
主
 
 
 



浅
科
学
的
方
法
が
奉
げ
ら
れ
る
。
自
新
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
以
上
の
認
識
方
 
 

法
を
検
討
す
る
。
停
統
的
宗
教
の
紳
の
認
識
は
超
自
然
的
啓
示
に
基
い
て
い
る
。
 
 

即
ち
予
言
者
と
か
宗
教
指
導
者
が
紳
の
言
責
を
直
接
に
受
取
っ
て
、
そ
れ
を
稚
射
 
 

的
不
磨
的
虞
理
と
し
て
人
々
に
停
え
る
。
啓
示
は
所
疇
・
卜
蓋
・
呪
術
・
観
相
術
 
 

等
が
媒
介
と
な
る
こ
と
も
あ
♭
、
又
神
秘
家
の
体
験
に
よ
る
こ
と
も
あ
る
。
神
秘
 
 

家
は
自
分
の
体
験
に
於
い
て
赫
或
ひ
は
世
畢
壷
に
、
経
理
性
的
又
は
超
感
覚
的
な
 
 

恍
惚
状
態
、
幻
想
、
直
税
の
方
法
に
よ
つ
で
、
接
喝
す
る
。
所
謂
神
秘
的
合
一
状
 
 

態
で
あ
る
。
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ス
ト
は
啓
示
は
超
感
覚
的
経
理
性
的
の
も
の
 
 

で
な
く
、
自
然
的
状
腰
に
過
ぎ
な
い
。
こ
ん
な
状
腰
は
褐
癖
、
ヒ
ス
テ
リ
、
洒
経
 
 

衰
弱
－
性
的
感
情
の
不
備
か
ら
惹
起
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
又
恍
惚
状
悪
は
焚
 
 

物
、
瓦
斯
、
酒
精
な
ど
に
よ
つ
て
も
亦
断
食
、
鞭
打
、
舞
跨
に
よ
つ
て
さ
生
す
。
 
 

正
常
の
人
に
あ
つ
て
も
交
響
楽
・
詩
文
・
自
然
美
・
愛
等
に
深
く
影
響
さ
れ
る
と
 
 

き
に
も
起
る
。
従
っ
て
決
し
て
超
自
然
的
な
も
の
で
な
く
、
軍
な
る
自
然
的
経
験
に
 
 

過
ぎ
な
い
。
又
超
趨
的
紳
と
の
交
り
、
他
界
と
の
交
通
と
か
云
う
意
義
を
も
認
め
な
 
 

い
。
又
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ス
ト
に
依
る
と
啓
示
に
基
づ
く
認
識
に
は
二
つ
の
 
 

前
提
が
あ
え
。
H
は
人
の
中
に
超
自
然
的
認
識
能
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
⇔
は
 
 

至
上
的
存
在
者
が
人
闇
の
諸
問
題
に
親
し
い
関
心
を
有
ち
、
諮
問
怒
を
熟
知
し
て
 
 

い
る
と
い
ふ
前
提
で
あ
る
。
H
の
思
想
は
苗
代
か
ら
の
二
元
的
心
理
撃
と
超
自
然
 
 

的
箋
魂
認
に
基
い
て
お
つ
て
、
身
心
二
元
論
と
自
然
主
義
認
識
論
・
官
奉
す
る
自
然
 
 

主
義
的
認
識
論
の
立
場
か
ら
は
到
底
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
 
 

る
。
⇔
は
宗
教
的
先
達
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
 
 

ム
に
と
つ
て
ど
ん
な
観
念
も
祝
念
群
も
直
接
笹
認
識
状
態
か
ら
得
る
こ
と
は
で
き
 
 

自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
の
宗
教
批
判
（
河
村
）
 
 

な
い
。
科
挙
的
認
識
過
程
は
、
観
察
・
反
省
・
茸
駿
・
吟
味
と
い
う
時
間
と
労
苦
 
 

を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
ん
な
直
観
洞
察
も
そ
れ
が
徹
底
的
に
確
証
さ
れ
る
 
 

ま
で
は
后
や
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
啓
示
の
認
識
論
 
 

的
侶
値
に
関
し
て
は
論
議
が
志
さ
オ
l
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
宗
教
的
意
 
 

義
の
把
握
に
あ
る
と
孝
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
 
 
 

魂
は
直
覚
で
あ
る
が
こ
れ
は
宗
教
体
験
、
神
秘
紆
啓
示
と
極
め
て
密
接
な
関
係
 
 

が
あ
る
）
特
に
雷
撃
に
於
い
て
高
く
許
償
さ
れ
て
い
る
っ
少
し
も
推
理
過
程
を
繹
や
 
 

に
寧
り
に
直
接
催
告
な
虞
理
を
認
知
す
る
方
法
と
云
わ
れ
て
い
る
。
自
然
主
義
ヒ
 
 

ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
こ
の
種
の
能
力
†
ぎ
も
つ
人
々
を
否
定
し
な
い
が
、
翠
に
極
め
て
微
 
 

少
な
感
魔
知
覚
を
指
す
か
、
文
具
常
な
る
速
度
で
輿
へ
ら
れ
た
状
況
を
洞
察
す
る
 
 

思
考
作
柏
で
ぁ
つ
て
、
特
に
婦
人
に
多
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
以
上
は
自
然
 
 

董
或
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ガ
ム
の
直
覚
認
で
あ
る
が
多
分
に
心
理
畢
的
作
用
に
重
き
を
冨
 
 

か
れ
て
認
識
論
的
意
読
が
稀
薄
の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
直
覚
は
全
体
を
知
る
働
 
 

き
と
も
云
わ
れ
る
。
科
挙
に
於
い
で
も
全
体
・
曾
知
る
作
用
が
行
は
れ
る
が
主
と
し
 
 

て
部
分
的
認
識
で
あ
る
。
チ
ャ
ー
レ
ス
。
べ
ネ
㌢
ト
が
全
体
作
用
の
特
徴
と
し
て
 
 

挙
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
H
直
螢
の
働
き
に
於
て
は
我
々
の
心
は
全
体
を
恕
知
す
 
 

る
の
で
あ
つ
て
、
共
観
的
で
あ
り
、
分
村
的
で
な
い
。
H
そ
の
認
識
は
容
易
に
概
 
 

念
化
さ
れ
得
鴇
全
体
作
用
と
部
分
作
柑
と
が
相
互
に
他
を
欠
い
て
は
な
ら
な
い
。
 
 

認
識
と
は
両
者
が
調
和
的
に
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
う
て
い
る
。
最
も
普
通
 
 

の
意
味
で
は
直
鎗
は
軍
に
直
接
な
知
覚
を
指
す
が
、
宗
教
的
認
識
に
於
て
は
全
体
 
 

と
し
で
事
物
を
経
験
す
る
と
き
に
究
極
的
意
味
・
関
係
・
億
植
を
認
識
す
る
こ
と
 
 

で
、
翠
な
る
睨
で
な
く
「
洞
観
」
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
。
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
 
 

F
し
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ム
の
心
理
分
節
が
示
す
よ
う
に
感
覚
や
理
性
経
験
と
離
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
即
 
 

ち
認
識
の
部
分
作
用
と
結
合
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
示
さ
れ
る
意
味
を
み
 
 

る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
意
味
の
肯
定
是
認
が
信
仰
と
云
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
っ
 
 
 

自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
宗
教
的
認
識
に
於
い
て
教
樺
の
占
め
る
地
位
を
 
 

許
さ
な
い
。
そ
れ
は
認
識
を
悉
く
経
験
と
理
性
と
か
ら
得
よ
ぅ
と
す
る
。
徴
樺
の
意
 
 

味
は
全
く
失
は
れ
て
し
も
う
だ
ら
う
か
、
敦
樺
に
よ
る
認
識
は
決
し
て
軍
に
過
去
 
 

に
出
禿
た
教
養
を
信
條
を
旨
目
的
に
受
入
わ
る
と
い
ふ
の
で
な
く
、
教
橙
に
は
現
 
 

在
の
う
ち
に
過
去
が
生
き
．
過
去
に
得
た
遺
生
で
膳
凍
の
進
歩
に
可
能
な
る
も
の
 
 

が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
過
去
が
現
在
に
生
き
て
．
そ
こ
に
内
的
な
確
后
 
 

が
生
れ
精
油
の
批
判
に
堪
え
得
て
茸
際
の
宗
教
生
活
に
宗
教
的
葦
証
を
輿
へ
る
も
 
 

の
が
教
揺
で
あ
る
。
そ
れ
で
敦
橙
ほ
超
勤
的
の
も
の
で
な
い
け
れ
ど
も
道
具
的
低
 
 

値
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
 
 
 

次
に
合
理
主
義
の
認
識
で
あ
る
。
こ
の
合
理
主
義
は
数
拳
的
或
ひ
は
論
理
的
前
 
 

提
か
ら
出
費
し
、
厳
密
な
る
演
繹
に
よ
つ
て
緊
密
に
相
互
に
統
合
し
に
複
合
観
念
 
 

を
作
り
上
げ
て
一
つ
の
全
体
認
識
を
構
成
す
る
仕
方
で
あ
る
。
古
く
よ
り
哲
畢
に
 
 

應
用
さ
れ
て
ス
ピ
ノ
サ
は
こ
の
方
法
に
よ
つ
て
「
伶
理
畢
」
の
大
組
織
を
作
り
上
 
 

げ
た
の
で
あ
る
。
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
の
経
験
主
義
的
認
識
論
の
立
場
か
 
 

ら
み
る
と
合
理
主
義
の
前
提
と
な
つ
て
い
る
命
題
と
終
結
と
は
共
に
経
験
的
瞼
証
 
 

を
得
甘
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
と
す
れ
ば
概
念
の
整
合
と
 
 

い
う
点
に
こ
の
種
の
認
識
は
意
味
を
も
つ
こ
と
一
ど
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宗
 
 

教
経
験
と
他
の
諸
経
験
と
の
関
連
整
合
は
、
合
理
主
義
に
よ
つ
て
で
き
る
こ
と
で
 
 

あ
′
る
。
 
 

′  し
 
 

宗
教
認
識
を
確
立
す
る
四
っ
の
認
識
方
法
に
就
い
で
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ユ
ズ
 
 

ム
の
批
判
に
基
い
て
更
に
之
を
再
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
認
識
手
段
と
し
 
 

て
の
近
代
料
拳
的
方
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
方
法
は
正
確
な
る
観
察
と
宣
験
に
 
 

ょ
っ
て
経
験
的
確
証
を
得
ん
と
写
る
。
茹
代
自
然
科
挙
が
こ
の
方
法
の
適
用
に
よ
 
 

っ
て
偉
大
な
る
成
果
を
欝
げ
た
の
で
こ
の
根
本
精
細
を
哲
学
宗
教
の
研
究
に
も
適
 
 

用
せ
ん
と
す
る
の
で
ぁ
る
。
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
近
代
科
学
的
方
法
を
 
 

最
も
重
ん
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
他
の
四
つ
の
認
識
方
法
の
取
扱
ふ
肇
料
も
近
 
 

代
科
挙
的
方
法
の
正
確
な
る
観
察
の
資
料
に
加
へ
、
．
他
の
方
法
の
成
果
を
葦
駿
に
 
 

ま
で
持
出
し
得
る
も
の
は
何
等
の
形
で
験
証
す
る
と
い
う
試
み
を
な
す
こ
と
に
よ
 
 

つ
で
超
自
然
現
象
と
し
て
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ユ
ズ
ム
の
排
斥
す
る
宗
教
経
験
が
 
 

虞
に
料
率
的
に
取
扱
は
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
ふ
。
 
 

四
 
 

最
後
に
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ユ
ズ
ム
の
倫
理
と
そ
れ
が
超
自
然
的
倫
理
た
る
宗
 
 

教
遺
徳
を
ど
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
か
を
吟
味
し
て
こ
の
稿
を
終
万
た
い
。
ヒ
 
 

ウ
マ
ニ
ズ
ム
（
b
l
ヨ
曽
i
s
m
）
は
ぎ
】
題
号
訂
i
義
－
i
s
I
ゴ
即
ち
人
間
で
あ
る
主
義
と
い
 
 

う
意
味
で
あ
る
。
い
か
な
る
と
き
に
も
．
又
い
か
な
る
境
遇
、
に
あ
つ
て
も
常
に
人
 
 

間
で
あ
り
、
人
間
の
利
金
に
ぢ
る
よ
う
に
骨
折
る
こ
と
を
主
義
と
す
る
の
で
あ
 
 

る
。
我
々
の
人
生
は
た
ギ
一
度
限
り
の
も
の
で
あ
る
か
仁
一
、
こ
れ
を
鼻
官
有
効
に
 
 

活
か
し
、
そ
の
中
に
ぁ
つ
て
創
造
的
活
動
を
営
み
、
事
扁
を
た
の
し
む
べ
き
で
あ
 
 

る
。
人
別
の
幸
藤
は
抱
自
然
的
渥
泉
か
ら
是
認
さ
れ
又
は
支
持
を
得
て
正
常
と
さ
 
 

れ
る
必
要
は
な
く
、
そ
れ
自
身
で
充
分
に
正
禽
性
を
も
つ
も
む
で
あ
る
。
超
自
然
 
 
 



的
淑
泉
は
紳
と
い
う
夙
に
普
通
に
は
考
へ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
も
の
は
存
在
 
 

し
な
い
ヶ
人
間
は
自
分
の
知
性
と
他
人
と
協
同
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
こ
の
地
上
 
 

に
卒
和
と
実
の
殿
堂
を
築
く
こ
と
が
で
、
き
る
。
人
間
自
身
の
理
性
と
諸
努
力
が
人
 
 

間
の
最
良
に
し
て
、
し
か
も
唯
一
の
希
望
で
あ
る
。
現
代
の
よ
う
な
混
乱
と
不
統
 
 

一
の
時
代
に
は
往
々
に
し
て
精
紳
的
な
補
償
や
慰
安
を
超
自
然
的
儀
域
に
求
め
勝
 
 

ち
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
敗
戦
重
義
で
あ
る
。
我
等
の
住
家
は
地
上
の
世
界
以
外
に
 
 

は
な
い
。
地
上
以
外
に
車
両
と
そ
の
達
成
を
求
め
て
も
無
駄
で
あ
る
。
我
等
人
間
 
 

は
自
己
の
逼
命
と
約
束
の
土
地
と
を
此
の
地
、
こ
の
現
在
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
 
 

ぬ
。
未
凍
と
は
永
久
に
享
楽
を
継
療
す
る
場
所
で
ぁ
る
。
と
い
う
よ
う
に
自
然
主
 
 

義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
説
く
の
で
ぁ
る
。
ヒ
ウ
マ
ニ
ス
ト
に
と
つ
て
は
人
間
の
行
 
 

動
と
思
惟
の
主
な
る
目
的
は
人
間
の
幸
福
と
繁
柴
と
を
今
よ
り
も
大
な
ら
し
め
る
 
 

㌍
め
に
＝
、
こ
の
地
上
の
人
間
的
利
金
を
増
進
せ
し
め
ん
た
め
に
行
う
の
で
あ
る
。
 
 

「
こ
の
世
に
於
い
て
人
間
へ
の
奉
仕
」
を
生
活
の
標
語
と
す
る
。
こ
の
思
想
と
殆
 
 

ん
ど
全
然
酎
航
的
な
の
は
樽
統
的
宗
教
の
道
徳
思
想
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
世
 
 

の
幸
福
と
繁
柴
と
が
目
的
で
な
く
、
魔
性
に
於
け
る
個
人
の
政
務
と
．
カ
ル
ビ
ン
 
 

と
詮
く
「
紳
の
柴
光
」
の
た
め
で
あ
る
。
た
つ
た
一
度
の
人
生
と
い
う
賜
物
を
自
 
 

由
に
楽
し
く
美
し
く
牽
か
に
享
楽
す
る
た
ゆ
に
あ
る
の
で
な
く
、
超
自
然
的
な
る
 
 

報
酬
と
刑
罰
と
を
望
ん
で
現
在
に
於
い
て
未
発
の
た
め
の
準
備
を
す
る
た
め
に
生
 
 

き
て
い
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
の
倫
理
は
徹
頭
徹
尾
 
 

現
世
を
肯
定
す
る
倫
理
で
あ
る
が
、
反
之
停
統
的
宗
教
倫
理
は
横
顔
徹
牢
紳
を
肯
 
 

定
す
る
倫
理
で
あ
る
。
 
 
 

自
然
圭
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
の
人
生
倫
嘩
に
は
心
身
一
元
的
心
理
聾
が
重
要
元
 
 

自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
の
宗
教
批
判
（
河
村
）
 
 

る
役
割
を
損
じ
て
い
る
。
人
間
と
身
体
と
人
格
と
の
生
け
る
統
一
体
を
な
し
、
精
 
 

神
的
感
情
的
身
体
的
諸
作
用
の
相
互
統
∵
体
で
あ
つ
て
、
一
を
他
か
ら
分
離
し
て
 
 

考
へ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
る
に
停
統
的
宗
教
の
人
生
倫
理
は
心
身
の
二
元
 
 

的
心
理
畢
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
に
人
間
を
精
紳
と
身
体
の
園
零
の
場
合
と
考
へ
 
 

精
紳
と
将
帥
的
腐
植
を
身
体
と
そ
の
償
値
よ
り
も
重
く
考
へ
る
。
獲
っ
て
前
者
は
 
 

現
世
に
謝
し
て
橿
極
的
肯
定
的
と
な
る
が
後
者
は
消
極
的
否
定
的
と
な
り
勝
ち
で
 
 

あ
る
。
停
統
的
崇
敬
で
は
心
の
純
潔
と
清
浄
と
を
保
つ
L
め
に
は
、
正
常
な
衝
動
 
 

を
抑
摩
し
否
定
し
て
死
後
の
生
活
に
備
え
る
。
又
経
自
然
的
構
成
に
よ
つ
て
示
さ
 
 

れ
る
諸
償
植
が
、
我
々
の
蜜
際
生
活
か
ら
産
み
出
さ
れ
る
自
戯
的
一
時
的
諸
償
檀
 
 

よ
り
も
遠
か
に
尊
重
さ
れ
る
。
そ
こ
で
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ス
ム
は
現
性
的
享
 
 

楽
を
力
詮
し
て
禁
慾
勒
他
界
的
倫
理
を
非
酷
し
、
現
在
の
幸
福
を
死
後
に
延
期
す
 
 

る
の
は
、
規
詫
の
融
合
約
不
正
に
教
徒
す
る
敗
戦
圭
養
老
で
あ
る
と
し
、
一
九
三
 
 

二
年
ピ
イ
ウ
ス
十
一
世
の
回
教
を
顔
力
排
撃
す
る
。
停
統
的
宗
教
倫
理
は
ヵ
∵
ト
∴
リ
 
 

ツ
ク
翻
拳
の
倫
理
許
り
で
な
く
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義
キ
リ
ス
ト
教
の
ビ
ュ
リ
 
 

タ
ン
主
義
倫
理
も
矢
張
り
そ
あ
範
疇
に
含
ま
れ
る
。
ヒ
ウ
マ
ニ
ガ
ム
は
ビ
ュ
リ
タ
 
 

ン
重
義
の
倫
理
に
は
人
間
の
快
架
慾
望
に
勤
し
て
一
種
の
偏
見
が
あ
る
。
園
備
な
 
 

る
人
格
を
つ
く
る
に
は
、
男
女
共
に
身
心
の
深
慮
に
あ
る
感
情
慾
望
を
覆
達
完
成
 
 

さ
す
こ
と
が
本
質
的
に
大
切
で
あ
る
。
正
常
な
る
慾
望
を
軽
蔑
し
抑
摩
す
れ
ば
途
 
 

に
は
密
か
に
野
卑
盟
ハ
常
な
る
状
態
で
之
を
満
足
せ
ん
と
す
る
に
到
る
。
人
間
的
慾
 
 

望
を
無
拘
束
に
満
足
さ
す
こ
と
は
覿
曾
に
害
を
産
む
第
一
原
因
と
な
る
が
、
鹿
骨
 
 

的
に
有
益
な
る
目
的
へ
人
間
的
慾
望
を
理
性
に
よ
つ
て
善
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
 
 

あ
る
。
茸
に
慾
望
が
個
人
及
び
集
囲
の
業
蹟
を
庭
石
る
元
動
力
で
あ
る
と
考
へ
て
 
 

九
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い
る
。
 
 
 

か
く
し
て
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
ム
ニ
ズ
ム
は
道
徳
と
い
ふ
も
の
は
目
的
か
ら
考
へ
 
 

て
も
適
用
の
方
面
か
ら
み
て
も
優
れ
て
融
合
的
な
る
も
の
と
考
へ
る
。
個
人
の
日
 
 

常
些
細
な
行
焉
の
多
く
の
も
の
は
融
合
的
意
義
が
な
い
。
有
意
義
な
人
間
的
行
為
 
 

は
悉
く
赦
曾
的
で
あ
る
。
倫
理
の
詔
瀕
エ
ト
ス
は
慣
習
・
風
習
を
意
味
し
た
の
で
 
 

あ
る
？
道
徳
的
償
植
と
基
準
は
個
人
と
個
人
と
の
相
互
関
係
、
個
人
と
集
困
と
の
 
 

相
互
臓
係
、
集
囲
と
集
困
と
の
相
互
関
係
の
う
†
た
あ
 

遺
徳
の
目
槙
で
あ
る
と
い
う
。
 
 
 

自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ユ
ズ
ム
の
立
場
で
は
そ
れ
自
体
に
善
悪
は
な
い
。
あ
る
行
 
 

為
の
善
悪
は
そ
れ
が
個
人
及
び
融
合
に
封
す
る
結
果
の
如
何
に
よ
つ
て
判
定
す
 
 

る
。
そ
の
結
果
も
人
間
の
経
験
か
ら
生
じ
又
そ
の
中
で
吟
味
さ
れ
得
る
も
の
で
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
犯
。
あ
る
観
念
或
ひ
は
仮
定
は
、
具
体
的
に
生
す
る
諸
終
泉
の
検
討
 
 

と
評
償
と
に
基
づ
い
て
そ
の
善
と
し
て
の
認
識
偲
値
が
算
出
さ
れ
る
と
。
正
邪
に
 
 

っ
い
て
も
直
接
な
る
認
識
は
な
い
。
た
だ
一
日
盛
徳
の
規
定
が
確
立
し
叉
そ
れ
が
 
 

採
繹
さ
れ
る
と
そ
の
後
は
直
接
的
と
な
る
。
又
判
定
に
常
つ
て
は
理
性
と
科
挙
的
 
 

方
法
が
稚
数
的
で
ぁ
つ
て
、
超
自
然
的
な
る
も
の
に
儀
一
つ
て
は
な
ら
な
い
。
 
 

一
般
に
停
統
的
超
自
然
的
宗
教
で
は
啓
示
に
基
づ
き
紳
に
信
頼
を
置
く
が
理
性
 
 

に
は
信
頼
し
な
い
。
理
性
に
よ
つ
て
道
徳
的
虞
理
に
到
達
し
得
る
確
信
を
輿
へ
た
 
 

の
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
ス
ピ
ノ
ザ
で
あ
つ
た
。
 
 
 

自
戯
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
過
去
の
道
徳
的
虞
理
を
悉
く
理
性
に
よ
つ
て
吟
 
 

味
し
、
現
在
の
光
の
下
で
こ
れ
を
評
償
せ
ん
と
す
る
。
道
徳
律
は
歴
史
的
文
化
的
 
 

影
響
牢
っ
け
て
い
る
の
で
相
動
的
で
あ
る
。
相
射
的
と
い
う
意
味
は
主
観
性
と
い
 
 

一
〇
 
 
 

ぅ
意
味
で
な
く
、
行
為
の
道
徳
的
評
償
は
條
件
が
愛
じ
、
時
代
の
愛
化
に
よ
つ
て
 
 

愛
化
し
、
撃
間
的
螢
見
等
に
よ
つ
て
大
き
く
影
響
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
人
 
 

間
の
経
験
の
智
慧
の
結
晶
で
あ
る
道
徳
律
の
機
能
は
ど
ん
な
環
境
に
於
い
て
も
正
 
 

し
い
行
焉
の
相
野
的
規
則
を
輿
へ
る
こ
と
で
は
な
く
、
或
る
何
人
の
置
か
れ
た
特
 
 

殊
の
状
況
下
で
何
が
善
、
何
が
悪
で
あ
る
か
と
い
う
判
断
を
な
す
に
役
立
つ
立
場
 
 

や
手
段
を
輿
へ
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

習
慣
の
形
成
は
道
徳
的
生
活
に
と
つ
て
大
切
で
あ
る
が
余
り
に
型
に
は
曳
品
L
リ
過
 
 

ぎ
下
り
硬
過
ぎ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
最
高
の
道
徳
的
義
務
は
し
ば
′
1
古
く
 
 

な
つ
た
過
去
の
道
徳
を
追
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
従
っ
て
ヒ
ウ
マ
 
 

ニ
ス
ト
は
十
誠
其
他
の
遺
徳
訓
を
そ
の
ま
～
不
可
壁
の
普
遍
的
法
則
と
考
へ
な
い
 
 

し
又
過
去
及
び
現
在
に
於
い
で
認
め
ら
れ
て
い
る
道
徳
的
権
威
に
樺
威
な
る
故
に
 
 

服
従
し
ょ
ぅ
と
し
な
い
で
科
畢
的
方
法
に
よ
つ
て
瞼
討
し
理
性
の
自
由
の
働
く
よ
 
 

う
に
余
地
を
穣
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
叉
場
合
に
よ
つ
て
は
我
々
の
行
為
は
 
 

理
性
の
判
断
に
基
き
「
合
理
的
自
己
拘
束
」
を
う
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
に
と
づ
て
は
道
徳
的
自
由
と
い
う
の
は
選
澤
の
自
 
 

由
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
あ
る
こ
と
を
欲
す
る
行
動
を
多
数
の
過
程
か
ら
選
ぶ
こ
 
 

と
を
意
味
し
遺
徳
の
慣
域
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
。
道
徳
的
決
定
を
行
ふ
に
二
つ
 
 

の
類
型
が
考
へ
ら
れ
る
。
一
つ
は
手
段
と
目
的
と
の
関
係
に
よ
る
。
樽
統
的
宗
教
 
 

で
は
地
上
の
生
活
を
天
に
於
け
る
武
藤
と
い
ふ
最
高
の
目
的
に
謝
す
る
軍
な
る
手
 
 

段
、
若
井
な
巡
帽
と
考
へ
て
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
こ
の
目
的
に
確
は
せ
る
。
か
く
て
 
 

極
端
な
る
未
凍
崇
拝
と
な
ヶ
、
現
在
に
つ
か
み
得
る
幸
南
と
そ
の
横
倉
と
を
失
ふ
 
 

よ
ぅ
に
な
る
。
人
間
の
幸
福
は
莱
兼
の
億
頓
に
な
く
現
在
「
今
」
の
領
域
に
あ
る
 
 
 



∴  

と
論
じ
て
目
的
と
手
段
と
の
関
係
か
ら
樽
統
的
宗
教
道
徳
を
排
撃
す
る
。
第
二
の
 
 

選
繹
の
自
由
が
行
は
れ
る
の
は
動
機
と
行
為
と
の
関
係
に
於
け
る
場
面
で
あ
る
。
 
 

自
戯
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
特
に
動
機
を
課
題
と
し
「
人
間
の
動
機
の
変
形
と
 
 
 

融
合
化
」
（
T
訂
t
r
a
′
－
山
呵
○
書
註
畠
邑
鷲
i
計
邑
i
O
n
（
）
≡
l
芳
賀
邑
i
透
）
 
 

を
主
張
し
て
い
る
。
動
機
を
料
率
的
に
研
究
し
た
結
果
は
、
人
の
性
格
は
本
質
的
 
 

に
は
華
で
も
悪
で
も
な
く
、
利
己
的
で
も
利
他
的
で
も
な
く
叉
好
戦
的
で
も
平
和
 
 

的
で
も
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
の
詮
く
原
罪
で
も
な
く
性
悪
で
も
な
い
。
人
間
性
は
 
 

本
質
的
に
曲
げ
易
く
教
育
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
動
機
を
錆
又
は
錆
直
す
 
 

こ
と
が
で
き
る
。
俸
統
的
キ
リ
ス
ト
教
で
は
天
に
於
け
る
報
酬
を
地
上
に
於
け
る
 
 

行
動
の
動
機
と
し
て
い
る
が
之
は
利
己
的
思
想
で
あ
る
と
ヒ
ウ
マ
ニ
ス
は
非
発
す
 
 

る
の
で
あ
る
。
 
 
 

最
後
に
性
道
穂
と
幸
福
に
つ
い
て
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ユ
ズ
ム
は
ど
う
考
へ
て
 
 

い
る
か
や
倖
窺
的
宗
教
思
想
に
よ
る
と
入
は
原
罪
と
遼
俸
的
邪
悪
に
充
ち
た
も
の
 
 

で
あ
る
。
特
に
人
に
於
け
る
性
の
衝
動
は
本
質
的
に
い
や
し
く
且
悪
で
あ
る
と
考
 
 

へ
て
い
る
。
子
孫
に
窓
が
侍
る
の
は
生
殖
行
為
を
通
じ
て
で
あ
る
と
考
へ
る
ト
）
そ
 
 

こ
で
基
督
教
輔
車
で
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
相
愛
を
確
保
す
る
た
め
に
、
イ
エ
ス
 
 

は
普
通
の
生
物
拳
法
則
と
は
違
っ
た
生
れ
方
を
し
て
生
れ
た
と
い
ふ
紳
拳
詮
を
打
 
 

立
て
た
。
そ
れ
が
虞
女
降
誕
詮
で
あ
る
と
解
絆
し
、
ヰ
リ
ス
一
致
の
影
響
す
る
と
 
 

こ
ろ
で
は
不
道
徳
と
不
正
な
る
性
行
為
が
同
一
威
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
自
然
 
 

主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ス
は
、
両
性
間
の
諸
関
係
に
高
い
基
準
の
た
て
ら
れ
る
こ
と
を
 
 

要
請
す
る
が
性
感
情
そ
れ
自
体
を
決
し
て
窓
と
考
へ
な
い
。
政
治
・
辟
酉
と
並
ん
 
 

で
性
生
活
の
重
要
性
を
認
め
て
い
る
。
 
 

自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
の
宗
教
批
判
（
河
村
）
 
 
 

文
事
宿
に
つ
い
て
は
主
駒
的
要
素
と
客
観
的
要
素
と
が
ぁ
る
。
客
観
的
要
素
と
 
 

い
う
の
は
事
情
及
び
運
命
で
あ
り
、
主
観
的
要
素
と
は
そ
れ
に
封
す
る
青
鬼
殉
な
 
 

感
受
性
智
指
す
。
客
観
的
意
味
の
華
南
は
償
値
か
ら
言
へ
ば
、
純
粋
に
物
及
び
事
 
 

情
償
値
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
「
愉
快
打
了
包
の
、
望
蓋
し
い
も
の
、
目
的
の
到
達
、
成
 
 

功
、
華
南
な
偶
然
」
等
が
麗
し
て
い
る
。
主
観
的
意
味
の
華
南
は
内
的
な
低
値
で
 
 

純
樺
に
心
の
状
腰
に
伴
う
低
値
で
あ
る
ゥ
快
感
満
足
、
喜
び
、
揮
発
及
び
無
限
に
 
 

多
桂
な
債
値
闘
輿
も
こ
の
・
穫
の
率
露
で
あ
る
。
停
統
的
基
督
教
は
、
苗
代
の
華
南
 
 

主
義
が
華
南
な
人
の
内
的
腰
度
に
重
点
を
お
い
て
、
外
的
遽
命
よ
り
滞
立
を
主
張
 
 

し
た
よ
う
に
、
心
の
状
悪
に
重
き
を
置
い
て
い
た
。
自
戯
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
 
 

は
之
に
反
し
客
観
的
要
素
を
多
分
に
顧
慮
す
る
。
即
ち
人
間
の
華
南
は
結
局
は
主
 
 

観
的
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
客
観
的
要
素
も
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鬼
 
 

づ
華
南
の
客
観
的
應
件
は
健
康
で
あ
る
。
健
康
で
あ
ら
う
と
す
れ
ば
、
最
少
條
件
 
 

と
し
て
良
い
食
物
・
住
居
・
充
分
な
衣
服
、
通
常
な
警
襲
品
、
体
扱
と
慰
安
が
必
 
 

れ
て
あ
つ
た
な
ら
ば
、
世
兇
の
庶
臍
機
構
は
今
と
は
す
つ
と
違
っ
て
い
た
と
考
へ
 
 

ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
こ
の
最
少
條
件
が
可
能
に
な
る
だ
ら
う
か
。
政
 
 

策
と
し
て
は
経
磨
的
抑
磨
を
除
く
こ
と
、
多
量
失
業
者
の
救
済
、
生
活
の
一
般
的
 
 

基
準
の
確
立
、
螢
働
暗
闘
の
減
少
、
休
養
の
延
長
、
計
劃
的
経
済
を
行
ふ
こ
と
で
 
 

あ
る
。
多
く
の
個
人
的
人
格
的
犠
牲
が
少
い
ぼ
ど
そ
の
融
禽
は
進
歩
し
た
も
の
で
 
 

あ
ら
、
そ
こ
に
住
む
個
人
ほ
私
利
と
自
己
の
聾
巌
丈
を
動
機
と
す
る
祀
曾
よ
ぅ
も
 
 

住
み
易
い
と
説
い
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
自
戯
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
「
敵
曾
的
善
」
を
至
上
の
盛
徳
目
 
 

二
 
 
 

要
で
あ
る
。
若
し
今
日
魔
百
万
人
の
螢
働
者
に
勤
し
て
以
上
の
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按
と
す
る
。
し
か
し
敢
曾
的
薯
は
論
理
的
手
段
に
よ
つ
て
同
意
を
獲
得
し
う
る
性
 
 

質
の
も
の
で
な
い
。
数
畢
の
よ
う
に
証
明
し
得
る
も
の
で
も
な
い
。
自
然
科
挙
に
 
 

於
い
て
自
然
の
秀
一
性
を
椴
足
す
る
よ
う
に
倫
理
的
椴
定
で
あ
る
。
自
然
玉
藻
的
 
 

ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
こ
の
椴
建
を
す
べ
て
の
人
が
採
用
せ
ん
こ
と
を
勧
督
し
て
い
 
 

る
。
こ
の
た
め
に
人
々
が
凡
て
の
人
々
の
事
南
の
た
め
に
働
く
よ
う
に
し
、
隻
囲
 
 

の
善
を
殖
え
す
考
へ
る
よ
う
に
促
が
す
友
情
と
か
協
同
の
徳
を
重
ん
や
る
の
で
あ
 
 

る
。
赦
曾
的
善
の
蜜
現
に
努
力
す
る
個
人
の
■
多
く
あ
る
融
曾
は
自
己
の
利
益
と
畿
 
 

展
と
を
行
動
の
動
機
と
す
る
社
食
よ
り
も
多
く
の
幸
福
と
進
歩
と
を
賂
兼
す
る
 
 

だ
ら
う
と
自
戯
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
は
考
へ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
 
 

ろ
は
日
展
に
協
同
的
で
政
令
的
意
識
を
も
つ
て
い
る
個
人
か
ら
な
る
敵
曾
は
人
類
 
 

の
幸
福
と
進
歩
の
基
礎
を
な
す
高
次
の
物
質
的
文
化
的
水
準
に
到
達
し
こ
れ
を
維
 
 

持
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
へ
ら
れ
、
⇔
こ
の
よ
う
な
融
合
で
こ
そ
人
間
性
の
根
本
 
 

的
な
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
屏
謂
「
政
治
的
動
物
」
で
あ
る
人
間
の
も
つ
て
い
る
 
 

政
令
性
が
も
つ
と
も
淡
く
浦
足
さ
れ
、
臼
に
こ
の
よ
う
ぢ
敢
曾
的
目
標
に
向
つ
て
 
 

忠
室
で
J
¢
つ
て
、
人
聞
生
活
山
闇
に
始
め
て
安
定
と
調
和
と
を
も
た
ら
す
こ
と
が
 
 

で
亨
宗
教
的
な
希
望
融
合
よ
り
も
遠
か
に
葺
硯
性
の
あ
る
も
の
だ
と
考
へ
て
い
 
 

る
0
 
 
 

以
上
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
が
超
自
然
的
葦
素
を
も
つ
宗
教
哲
拳
思
想
に
 
 

反
動
す
る
主
な
る
点
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
一
々
に
宜
っ
て
瞼
討
せ
ね
は
な
ら
な
 
 

い
が
紙
面
の
都
合
に
よ
り
割
愛
し
、
一
般
的
な
点
を
一
、
二
と
り
上
げ
て
考
へ
て
 
 

見
た
い
。
ま
づ
自
然
主
義
的
ヒ
ウ
マ
ユ
ズ
ム
の
自
燃
道
徳
は
入
問
の
能
力
に
重
点
 
 

を
置
い
て
い
る
。
人
問
が
自
分
自
身
の
力
を
も
つ
て
服
従
し
得
る
靡
の
道
徳
律
を
 
 

一
二
 
 

打
立
て
七
う
と
す
る
。
こ
こ
に
宗
教
道
徳
か
ら
み
る
と
も
つ
と
も
根
本
的
護
り
軒
 
 

あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
蜜
在
か
ら
諾
っ
て
人
を
猪
立
さ
す
こ
と
、
自
己
を
 
 

正
常
と
し
、
入
を
し
て
自
己
蒐
猫
の
感
じ
を
聯
想
さ
せ
云
。
虞
の
茸
在
か
ら
人
間
 
 

が
濁
立
す
る
と
こ
ろ
に
罪
と
不
皐
と
の
本
質
が
あ
る
と
宗
教
遺
徳
は
常
に
警
告
す
 
 

る
の
で
あ
る
。
こ
の
警
告
は
近
代
文
化
の
本
質
に
勤
し
て
覆
せ
ら
れ
た
重
大
な
る
 
 

も
の
ゝ
の
一
つ
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
目
に
自
然
道
徳
か
ら
は
首
尾
二
斉
し
た
 
 

遺
徳
組
鰯
を
打
立
て
得
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
常
に
義
務
と
善
、
自
朝
と
必
然
、
 
 

個
人
主
義
と
普
遍
主
義
、
存
在
と
常
焉
と
い
う
封
立
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
。
ど
ん
な
 
 

に
精
油
化
さ
れ
て
も
幾
分
か
の
自
己
が
残
り
、
こ
れ
が
虞
宣
在
に
射
し
て
濁
立
を
 
 

主
張
す
る
限
り
、
自
己
の
力
で
自
己
を
克
服
せ
ん
と
す
る
限
り
結
局
は
自
己
の
破
 
 

壊
に
な
る
の
で
は
な
い
か
ー
こ
考
へ
ら
れ
る
？
目
白
然
主
義
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
は
硯
苦
の
 
 

諸
事
嘗
を
骨
壷
す
る
こ
と
を
本
旨
す
る
と
僻
し
な
が
ら
、
経
験
の
一
様
祁
で
あ
る
 
 

宗
教
体
験
を
顧
慮
す
る
こ
と
余
り
に
少
い
こ
と
で
あ
る
。
彼
等
が
宗
教
を
非
難
す
 
 

る
資
料
は
宗
教
の
第
二
次
的
領
域
に
廃
す
る
教
諭
に
関
す
る
も
の
が
壬
で
あ
つ
 
 

て
、
そ
れ
が
瀬
で
ぁ
る
宗
教
体
験
自
体
の
意
義
に
就
い
て
は
論
ぜ
ら
れ
て
な
い
。
 
 

宗
教
に
於
い
て
は
体
験
そ
れ
自
体
の
云
う
と
こ
ろ
に
鬼
づ
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
要
 
 

求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 




